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JR西労組HP（http://www.jrw-union.gr.jp）
最新のJR西労組運動をチェックしよう！

新規登録受付中

JR西労組

川 柳  第25回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ デジタル化　人付き合いも　デジタル化 ］　松本　匡さん （金沢地本・金沢営業分会）

広島病院支部の組合員とご家族の皆さんに感謝

広島病院支部組織オルグでは、これまでの思い出を語り合った

「広島病院支部感謝の集い」では、これからも連合の仲間として
活動を共にしていくことを確認

JR西労組中央執行委員長
（JR連合副会長・JR西日本連合議長）

上村  良成

　

　

Ｊ
Ｒ
広
島
病
院
は
、２
０
２
２

年
11
月
に
広
島
県
が
新
病
院
構

想
を
公
表
し
、２
０
２
３
年
９
月

に
基
本
構
想
を
具
体
化
し
た
基

本
計
画
が
公
表
さ
れ
、２
０
２
５

年
４
月
１
日
に
広
島
県
が
設
立
す

る
地
方
独
立
行
政
法
人「
県
立
二

葉
の
里
病
院
」へ
移
行
と
なっ
た
。

　

２
０
２
２
年
に
広
島
県
か
ら

構
想
が
公
表
さ
れ
て
以
降
、広
島

病
院
支
部
は
、広
島
地
方
本
部

と
も
連
携
し
、医
療
法
人
Ｊ
Ｒ

広
島
病
院
か
ら
の
移
行
や
、そ
の

後
の
労
働
組
合
の
組
織
体
制
に
つ

い
て
議
論
し
、４
月
１
日
以
降
に

つい
て
は
、独
立
行
政
法
人
への
転

籍
と
な
る
こ
と
か
ら
、労
働
組
合

に
つ
い
て
も
、産
別
を
自
治
労
と

し
、「
広
島
県
立
病
院
機
構
職
員

労
働
組
合
」が
、２
月
22
日
に
結

成
さ
れ
、「
二
葉
の
里
病
院
支
部
」

と
し
て
、今
後
は
連
合
活
動
へ
参

画
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

中
央
本
部
は
、広
島
病
院
支

部
の
解
散
大
会
が
行
わ
れ
た
３

月
23
日（
日
）に
、広
島
病
院
支

部
組
織
オ
ル
グ
を
行
い
、約
40
名

が
参
加
し
た
。上
村
中
央
執
行

委
員
長
は
、「
こ
れ
ま
で
の
思
い

出
を
語
り
合
い
、労
働
組
合
と
い

う
立
場
で
こ
れ
か
ら
も
関
わ
り

を
持
っ
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
で

述
べ
、現
在
の
課
題
や
こ
れ
ま
で

の
Ｊ
Ｒ
西
労
組
で
共
に
運
動
し

た
思
い
を
語
り
合
っ
た
。

　

そ
し
て
、広
島
地
方
本
部
が

「
広
島
病
院
支
部
感
謝
の
集
い
」

を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
に

お
い
て
開
催
し
、約
80
名
が
出
席

し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
石
松
広

島
地
本
執
行
委
員
長
は
、「
楽
し

い
こ
と
も
辛
い
こ
と
も
共
に
乗
り

越
え
て
き
た
。今
後
も
連
合
の
仲

間
と
し
て
変
わ
ら
な
い
関
係
を

築
い
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
。広
島

病
院
支
部
長
岡
委
員
長
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
で
は
医
療
資
源
の
提
供

な
ど
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
皆
さ
ん
に

様
々
な
場
面
で
支
え
ら
れ
、共
に

運
動
し
て
き
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
る
。新
た
な
組
織
体
制
と
な

り
Ｊ
Ｒ
西
労
組
を
離
れ
る
が
、同

じ
連
合
傘
下
の
組
織
と
し
て
活

動
を
共
に
し
て
い
き
た
い
」と
述

べ
た
。

　

参
加
者
は
こ
れ
ま
で
の
思
い
出

を
語
り
合
い
な
が
ら
、今
後
も
関

係
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い

あ
っ
た
。

　

広
島
病
院
支
部
組
合
員
の
皆

様
の
、こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
西
労
組

運
動
へ
の
参
画
に
敬
意
と
感
謝

の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、更
な

る
活
躍
を
祈
念
す
る
。ま
た
、同

じ
連
合
傘
下
の
労
働
組
合
と
し

て
、引
き
続
き
、運
動
を
展
開
し
、

共
に
ガ
ン
バ
ロ
ー
！

年

ＪＲ広島病院の変遷

病院支部の沿革 会社・病院の沿革

 

 

 

 

国鉄労働組合総連合会の結成

 
 

 

西日本旅客鉄道労働組合
（旧西労組）の結成

鉄道産業労働組合と合流し、
西日本旅客鉄道労働組合
（現JR西労組）の結成

JR西労組広島地方本部、
広島支社支部、 
広島鉄道病院分会の発足

広島鉄道病院の医療法人化と
新築移転の提案を受ける

広島病院支部の発足

 
 
 

病院統合について協議

広島病院支部の臨時大会で
組合の統合、産別を自治労へ
移行することが承認
 
 　

広島鉄道治療所の開設

広島鉄道病院に昇格

新病院に移設

原爆により病院倒壊

 

日本国有鉄道発足
新病院の移設

新病院の移設

国鉄分割民営化により
西日本旅客鉄道株式会社が設立

 
 
 

 
 
 

 
 

医療法人JR広島病院の開院

高度医療・
人材育成拠点基本構想で
統合対象となる
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　入社おめでとうございます。私たちはＪＲ西日本に働く社員の
約96％が加入する労働組合「ＪＲ西労組」です。
　皆さんは、まず、賃金、労働時間、休日、福利厚生など働き方や
処遇のルールや基準、安全に働くための職場の設備や作業の手
順、さらに、病気やケガ、生活上のトラブルへの支援制度など、働
くうえでの様々な条件や環境が決まっていることを学ぶと思いま
す。これらは、皆さんが安心して意欲を持って働き、豊かな生活を
送れるよう、「ＪＲ西労組」が、働く仲間を代表して、会社と協議し、
整備してきたものです。賃金などの労働条件の改善や育児・介護
など生活上の課題と仕事をいかに両立させるか、女性の活躍を
さらに推進するためにどうすべきかなど、働く環境のいっそうの
充実に向けて、組合員の皆さんの意見や要望を聞き、それらの改
善に向けた活動を日々進めています。
　また、私たち「JR西労組」の原点は仲間の助け合いです。皆さ
んは、仕事や生活のうえで課題や悩みに直面することもあると思
います。
　「ＪＲ西労組」は、一人ひとりに寄り添いサポートする組織であ
り、そのための活動を職場の先輩が中心となって積極的に進め
ています。
　そして、私たちの雇用を守り、充実した生活を今後も持続させ
ていくためには、安全の確保を基礎に、ＪＲ西日本を健全に発展
させていくことも大切です。ＪＲ西労組は、２００５年４月25日に
惹き起こした福知山線列車事故の反省と教訓を胸に刻み、職場
からの安全確立に全力で取り組んでいます。また、働く者の立場、
地域の視点などから、会社や社会に対する働き掛けなども行っ
ています。私たち「ＪＲ西労組」は、これからＪＲ西日本で活躍され
る皆さんの仕事と生活を応援します。ＪＲ西労組に加入いただき、
仲間としてともにがんばっていきましょう。

ＪＲ広島病院 新たな独立行政法人へＪＲ広島病院 新たな独立行政法人へＪＲ広島病院 新たな独立行政法人へＪＲ広島病院 新たな独立行政法人へ
広島地方本部広島病院支部が解散広島地方本部広島病院支部が解散広島地方本部広島病院支部が解散広島地方本部広島病院支部が解散

２０２５年度新入社員の皆さん！２０２５年度新入社員の皆さん！

ようこそ
JR西日本へ
ようこそ

JR西日本へ
ようこそ

JR西日本へ
ようこそ

JR西日本へ

入社おめでとうございます！

ＪＲ西労組
上村委員長からの
メッセージ

ＪＲ西労組
上村委員長からの
メッセージ

広
島
病
院
支
部
組
合
員
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
も
共
に
ガ
ン
バ
ロ
ー

！

！


